
ン「今後看護職鼻（※看護職鼻（一般）＋特定者護師（仮称））の実施が可能」と答えた割合が50％を  
超え目は、 

。で11  

日医闇雲  研究班調査  

声帝国賢 声邸犀筈 

∬可能  
医療が  医師が  

有識師が可能 

医療処鷹項良  
すべき  書穫職員        すべき  r′      ㌣警溜賢㍗㌢  ＝仙川用 （一般）  特定事績師 （仮称）    彿  事Il師 「丑  特尭■旗師 （仮称）・  

28  12誘導心1艦図検≡圧の軍都亘  13．4％  驚88警渕際  ニ 7：三．8％  10．9％    4．7％－  粥．識、  78．8％  16．5％  

68  創部洗浄・消濁   16．0％  劉捌警勃綴  り．．65．2％  16．1％  麗，6‡遽  9．3％  90．丁ヽ  66．9％  ・23．8％   

3三三  103  導尿・留鷹カテーテルの挿入の実  20．0％  露稚淑粧  ；6ニZ．8％  13．7％  箋欝拶瀞  8．0％  92．肪  74．7％  17．3％   
†、4モ1  132  低血j防時のプド削除投与   22．¢％  賀汐5ご椰・、ジ  ：59．0％  16．0％  欝瀦惣  5．8％  94．2％  74．4％  19．8％   

ヰ二  田  感染尿検査（インフ／レエンザ・ノロ ウイルス等）の実施   22．2％’、  ♪、耕旬小壷もぅ予さ， 、†∴J、二∵∴∴．ヤ㌧′レ 再籾派 主塚終決汰否  61．叩  14．0％    10．7％  ぬ鱒  －66．6％  22．7％   
章ミ‥  ．1鋤  末梢餌管静脈ルー斗の樅保と愉液 剤の投与  23．3％    58．8％  15．1％    丁．4％  92．8％  テ2．2％  20．4％   
下妻  140  予防接棚の実施   25．8l  ぎ号調蔓鵬  57．0％  1／1．5％  緋綴  12．8％  87．2％  63．1％■，  24．1％  

188  日々の柄状、経過の補足説明（時間 をかけた説明）  28．8％    47．8％  ′22．8％    17．0％  83．0％  49．7％  33．3％   
9こ；  196  愚者・家族・医揺従ヨf者教育   31．4％  親閲柑礁ご  、37．2％  28．0％    15．仇  85．仇  朋．5％  40．4％   

準指噂依頼（既存の 

5   



両頭鹿が可能」剛 － 鮎節（考護職長回答）  
「春雄恥鼻が可能」が「医師がず軍曹ユを上回るものん  

研究班調査では、当該医療処置が「現在実施されていない」場合、「今後について」は回答できない仕組み  
となっているが、日医の調査では、現在実施しているか否かにかかわらず、全員に回答を求めた。  

日医調査  研究班調李  

■闊■■国晋  ■霞師周琴  

医師が  
看護師が可能  

医療処置寧日  すべき  書護職長が可能     緊葦㌢1質頂ヨ三 儲 轢  医師が すべき            て富野㌻  肴性鴨■ ，l一般）‘  特定犠牲師 （仮称）    計   肴捜師  
一般   

口  コボ  ㍑滴増心璃図検奔の架施  8．8％  鴻飯  郷  78．5％  10．1％  綱済  ぢ．4％  93．6％  8軋l％  13．5％   
2  血  増尿・留躍かチエーテル山挿入の架施  18．1％・  灘  ；猟  7車軸  8．7％    6．¢％  93．4％  86．1％  7．ノ3一弘   

3  6H  創闇  ；洗押・消揖  15．－鴨  準乾  ；洩  66．2％  16，0％    1－1．0％  89．0％  67．5％  21．5％   

4  1：lノ1  1用  仙澗脚髄／レ・  、山確保と愉漉剤小職膏  17．8％    請  68．9％  10．畠％    6．鍋、  93．1％  78．8％  ‖．3％   

5  1：‡コ  低l血  L抑岬山ブドウ  ‘投与   18．2％  葦さ…  鮪二  67．リ％  Il．1％    5．1％  84．9％  8：i．ll‰  ll．8％   
感埴  

6  封   リりミ   ？3．鍋     59．！）l払  ト1」jl払    18．2％  81．8％  5仇‘：i％  22．′l％   
7  16日  創傷被津村（ドレッシング抑ノ）選択・旺＝    27．5％  心  漸  57．21施  12．6％    乱3％  90．7，i  65．3％  25．′l％   

8  156  卜押  川二葉寸，含む丹）選択・肘Il  29．2，も  湖だ  淋、  59、」】！払  モ）．2％    14二9％  85．1％  6日．1一品  16．7％   

9  l‡〕6  心Ⅷ  ・・‘剰肘牒朝潮  一昨打教・存   27．5，i  ≡鈎  請  37．伊払  30．7％．    7．9％  92．1％  57．81脇  ：5′1．21払   
野  

10  lHH  l‘Iヤ  

一説叩   
28．9％   

田  i67  外＝粟の選択・肘  30．3％  満票  －▲  57．2％  10．1％  欝鮫  17．7！i  82．3％  6t．61‰  20．7t絡   

12  川7  肋脚  石逓の必一捌一三  Jり1川井、依帖   31．3！i  贈ら～  ：弼ミ  ン10．：摘  25．5％    6．2％  93．8％  6リ．61‰  21．21賂   
田  h7  浣腸の黒胞彿朝定  32．9？i  薄さ  樅  50．3％  ‖．8りも    12．1％  87．9％  6！）．6％  1日Ji一賂   

究理卜、J）食≠附矧附抑慨勅肋傭′由句墨  
14  川7   ◆ぐ）  32．5％  ∃≧毎組   ′†：i．Hl払  20．5t払    1≦．2％  86．8，i  56．！）％  2！）．81‰   
l 33．4！ら  ≡室飼主  2驚  52．6一粒  ll．6％    24．†％  75．9％  5ラ．リー脇  l闇．O一泡   

i6  l附  解勲  l刑び）選択・仙J  35．1％  灘  漕  即．2－‰  8．5％    22．2％  77．8％  5！）ノ1％  は．′極   

17  l：i5  心JI  仙l凋川卜丑現兼職灘、マス列傲宣   34．5，i  ‡¢2  ヰ％二  ′16．5％  ほ．！摘    13．5，i  86．5％  6S．0％  l軋兢   

1＄′  159  矧l鋸申瀾状・恍J  35．3％  頴褒  語鍬  52．7％  リ．51施  甜綴  21．0％  79．P％  5！）．6％  川．ノ1％   
他J  

19  l闇8   ノヽ仁一   34．7％  播植う 鶉．．ヒ∴惑う：∴r   ：iリ．5t‰  22．′11‰   
劇  1（i2  銚】  刷山越町岨  l   36．4，i    藩  53．31払  軋梱．    22．5ウi  77．5％  57．′1％  20．ll施   

21‘  川0  1仙l  刷J）題机・他  】   36．7？i  判  鍋  53．0％  8．ノIl‰    21．7？i  78．3％  5！）．・摘   川．21施   

22  博l  批佃剤l川割尺・伏   】   36．7％  纏1警  泊鯨  52．9％  8ノl％  添敷き  22．1％  77．9％  58．6％  l！）Jil‰   
23  】57  ‖燕：制酸剤の磯潮・他日  37．6％  廟  漕乳三  50．91払  二9．Ol払    26．3，i  73．7％  5′l．ll．‰  丹．6％   

24  15H  l一川  ヒ：l一用職制逓細川酎町軋Il  37．6％  き甜  l軌  50．7t‰  、9．2％  組敷  26．1％  73．醜  馴．21‰  l！）．7％   
25  l卜1  ▲友静咤t溝助や招慄の範囲の扶疋  37．1％  藩学  雑  1l．2％  I8．21脇  緑垂舌芸  22．6％  77．4†ふ  ′1軋別も  30．5％′   

紆筒禁弊㍗  
リノ、  

26  1損）   ソ彗   
38．肪   

雲g汲′rゝ、ご 

増尿・招椚カナ・一子′しの押入及び抜ノミノ）決  
7  圧だ  40．5％  11＄㌻そ 凝 ニ～＞う妄、誉  衡  ′12．81‰  1：主．71‰    16．即ふ  83．4？i  65．51‰  l闇．Ulも   

28  199  家族糠漬・カウンセリングノ）依轍  40．1％  要事．  澤％  29．9％  ＼25．8％    18．5！i  81二5％  服＝憫  ：主8．′摘   

字9  ‖6  拘司  （のl恥拍と離陸  の判断   41．3％  ‡感  ；鴎ご  10．：蝿  ′ト′1．7一札′    16．1％  83．9％  62．3％  ′2I．6％   

加  125  ＋一子  糾ル美で〟）準  偏り村立、i鞠！長）   43．3％  ：酸  …餅  ：i：i．8％  暮臥9％    4†．3％  58．7％  ：き3．6％  25．暮l払   

如  皿  維1  究理＝の‖W山神人、人j■L′伴え  43．9％  薄資  ぎ独．  ：i8．′ll払  Ⅰ′＝澗    30．9％  69．1％  ノl：i．ノl％  頭．7一弘   

32  169  鵬瑚  く押」の遅机・址I  Ⅱ   46、．0％  ；尉薄％   ・15．I％  6．8りら    30．8†i  6乱2％  50．8りム  は．′摘   

33  17：ヱ  ナノライザ・、一山囲始、仙＝粟il宅レ）王削尺  4＄．7，i  潮  ‘施  35．′61施  15．1りふ  紺野ご  26．0％  74．0％、  ・15．Il施  2と蔓．91払   
酔戴捜㌧の閲妬、小l卜、殿彗・欣ノ欄幣ノ）判  

34  別i   肋  46．8％  ぎゝこ♪㌢ ㌶∑ゾ√∴甘∴ 潮勲   29－2lも、  21」弼  轟頼ぶ量い  16．4％  83．6％  50．71払  32．81為   
3ら  卜11  特定健診／亡どレ）棚   嫌診正の墨施   46．早％  ご’輔  ；さ％  36．0％′  ト1．5％  喜8軒：  52．3％  47．7％  」7．9％  2t）．9％   

36  l：；6  心Jl  i膵暮‡こ姐祈、、山脇量的陸棚朝顔施  46．即i  灘  淫鴇  2臥7％  2l．61‰  竿ミ瀦≡1、  29．即i  7q」4％  ：iノⅢ％  ：軋箪   
37  田  ㍑諦肇心電l渕検査ノ）りさ施頼光定、  48．4％  朋  こ彿；  3、2ノl‰  16．付‰  ；ご灘’◆  ・24．0％  76．0％  5l．7－‰  2・1．3％   

3由  ′：i7  微生物学検査ノー）実施：スリヅiム  48．0％  、‥補  i7％  ：】5．Il‰  】：き．伊払  ′1：Lて隠く∴  82．0％  68．0％  ・′柑．：i■．料  18．61‰   
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「今後特定看護師（仮称）の実施が可能」20％超降順リスト（医師回答）  

ン「今後特定者譲痢（仮称）の実施が可能止答えた割合で一番高かった  の曙、日医調査では、「患者・家族  

医療従事者教育」であるが、28瑚こ過ぎなかった。ただし、これについては「看疲職長（一般）が可能止する   

割合の方が高い。  

＞一方、研究班の結果では、r特定看護朗（仮称）が可能」が4割を超えるものも多く、日医調査とは対照的で   

ある。  

ン2位以降についても‘ほとんどが「医師が実施すべき」であるが、医師より「看護職員（一般）が可能」が大幅   
に上申るのは「日々の病状、経過の補足祝明（時間をかけた説明）Jであるこ  

ン「看雄職長（一般）が可能」より「特定看護師（仮称）が可軌が大きく上回るのは「腹部超音波の実軌「人工   
呼吸券モードの設定・変更の判断・実施」「心臓超音波検査の実施」であるが、これらについても「医師が実   
施すべき」との回答が6割を超える。  

113  膀胱ろうカテーテルの交換   姦造言ざ産∴牒釣炉Ⅴ′‡ 20．3％  湖∵  閥務潜   i7．鈍  40．2％   

；鶉1  135  心肺停止患者への気遣確保、マスク換気  ぎ‡∵独凍結・…～    38．5％  置新野等  29．3％   ノ ゝ．毒駕  15．6％ 
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「今後特定看護師（仮称）の実施が可能」20％超′降順リスト（看護職員回答）  

ン「今後特定看護師（仮称）の実施が可軌と答えた割合で一番高かったのは、医師と同様「患者・家族堰痕従事 

音数割であるが、30・了％に過ぎなかった。ただし、これについては「看護鵬員（一般）が可能止する割合の方が   
高い。  

シー方、研究班の結果では、医師の回答ほどではないが、やはりー聴走者護師（仮称）が可軌の割合が高く、5割   
を超えるものもある。  

ン看儀職員の回答でも、ほとんどが「医師が実施すべき」であるが、医師より「看洩伸長（一般）が可軌が大幅に上   
回るのは「日々の病状、経過の補足説明（時間をかけた説軌「栄養士への食事指導依頼（既存の指示内容で）」   
r訪問者護の必要性の判断、依頼」である。  

ンr看護職鼻（一般）」より「特定者講師（仮称）が可軌が大きく上回るのは「人工呼吸器装着中の患者のウイニング   

スケジュール作成と実施」「腹部超音波検査の実施」等であるが、これらについてもー医師が実施すべき」との回答   
が6割を超える。  

8   



ま と め  

ン日医の調査は、全国の医療機関（種別、病院の病床規模）を平均的に抽出し   
た回答結果となっている。一方、研究班の調査は500床以上の病院が中心   
で、認定看護師・専門看護師も対象とするなど、回答者の背景が異なってし 
る。  

ン現場では、一定程度、診療の補助行為として看護職員が実施していることが   
わかった。  

ン「今後看護職鼻（※看護職鼻（一般）十特定看護師（仮称））の実施が可能」と   

答えた割合′が50％を超える項目は、日医調査では医師の回答で38項目、看   
護職鼻の回答で36境目であった。研究班調査では医師の回答で11草項目、   
看護職鼻の回答で84項目であった。日医調査では、看護職鼻が実施可能な   
医行為の範囲を、より狭く考えていることがわかった。  

し  

ン「医師が実施すべき」より「今後看護職鼻の実施が可能」が上回る項目（医師  

回答39項目、看護職展回答38項目）について、「看護鱒鼻（一般）が 実施可   

能はり．「特定者護師（仮称）が実施可能」が上回るものは1つもないn  

ン「今後特定看護師（仮称）の実施が可能」と答えた割合は、最も高いものでも、   
医師・看護職鼻とも「患者・家族・医療従事者教育」で、′医師回答28％、看護   
職鼻3d．7％に過ぎなかった。   
一方、研究班の調査結果では、最も高いもので5割を超え、河鹿的な結果と   
なった。  
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調 査 結 果  

1．医療処置項目別回答状況  
■■中書  ■■■■内暮 

攣奮について   ●■   についで 職ヰについ   サーl；ついで 

■嬢■員が稟性呵■  ■膿■貞が舞▲司脆  

医療処置項目   現有 一札■舟が  ■生している   四 ■は■月岬 事掩していも  E蝉が 震▲ナぺさ  

ユニ・「   ⊥－・「二   

ロ  鋤断ラインからの採血   35。l∫  小．3ヽ  帥二lゝ  Ii＋ユ＼  沌∬  く沌．7  ＄3丁ヽ  43汎  細．払  l乱0  

2  呵露動線芽刺による繰血   tO  13Iヽ  3tlゝ  ＝I．2ゝ  21．l   t   72肌  252ヽ  7．払  lT．丁ゝ  

3  動線ラインの嬢去・圧迫止血   2a．丁  小○ヽ  ら5．訊  3l．1ヽ  都用．  2丁4  40．1ヽ  4丁2ゝ  iら＋9ヽ  2I．3  

4  トリアージのための娩休機査の実総の決定   4  8t3ヽ  32飢  t：l．～l  19．3   8′、  83．8ヽ  a2．1ゝ  87ヽ  28．l  

5  トリアージのための検体検査縮兼の絆価   2．2ゝ  ＼7t＝ヽ  押測  ナ．払  13．8   1   7¢，汎  19～ヽ  3，汎  15．3  

¢  給血効果判定のための繊休機董の実施の決定   2℡  丁叩ヽ  柑帆  ¢．払  ほ．   3．4  袖，‡ヽ  日用軋  ら．Tl  】3．8  

ロ  治療助集判定のための機体検査縮果の鮮儒   l．8  8丁、2ヽ  10．1ゝ  3．0l  7．4   1．5  88」l  9．飢  2．0ヽ  †Ja  

8  手綱椚検査の実地の決定   3l  丁ら5ゝ  ‡l8ヽ  10一Tl  lトl．   5，丁  丁一声．  2ユ払  ‖‡lヽ  125  

℡  単純X績鵬影の実地の決定   2．1  †2．3ヽ  芦5．1l  tト丁ゝ  柑り   t5  ¢5一肌  32．汎  ほ八  川畑  

】0  ≠擁X‡別線－きの圃憺l刺轟   0．4  92丁ゝ  早く払  1－4l  tl   Otl  抑肌  ＝ヽ  ・ll＼  88l  

n  Ct、M何機査の実施の決定   8ト¢ヽ  15．汎  8肌  9．0   〃肌  川．5ゝ  81′ヽ  13．4  

12  CT、M和検査の圃腱脚価   83l  940ヽ  3帆  、0八   2－9   0，らl  93．仇  ↓tl  0く1ヽ  3丁  

13  追l…利便用検査時の追I！刑の1鑓与   498l  133ヽ  53tlI  4暮飢  12．3  88．2  50。lゝ  亜lヽ  叩1ヽ  13．．  

川  ⅣR時の動静穿肘．カテーテル挿入・膿去の－81実施   22  79，3ヽ  り帆  5，ウ  lI、l，   ト○  8¢．，  8払  20＼  丁2  

ほ  姥徹帥的鱗状適者漉檎暮（班蹄測定目的岬実施の決定   4．5  ．80．4ゝ  30肌  11二7ヽ  153   72  ′ 朋ほ  28飢  10．払  17．¢  

川  鮮血帥的娩彿超音波検査（放尿洲定日的）あ実縫   83  58↑l  397ヽ  17．払  22．2  10，○  ¢t4ゝ  32．1l  †11ヽ  ・20、8  

17  膿郎細管濾検査の実臨の決定   08  丁9月  ＝Ⅷヽ  70ヽ  lト   ト3  78－4l  l0．3ヽ  4．5  ltT  

18  腋創始音波検査の実鱒   0、5ヽ  007㌧  20ひヽ  8丁ヽ  23．3   0，1  726ゝ  2t5ヽ  ～～ヽ  22．2  

19  膿紬超音波検査の緒霜の鰐価   0こl  889ヽ  8，4ヽ  ‘二○ヽ  07   0l  研‖川  0．肌  0．¢ヽ  6．2ヽ  

！0  心比趨音波騰査の実施の決定   09  8ト8ヽ  ほ4l  卑4ヽ  9．0   ○。8  83．0ヽ  11肌  2、血l  ll－5  

2l  心繊細音波検査の実施   Ol．  丁87ヽ  封‖外  50l  20，7く   0、2  叩OI  川帆  l」ゝ  け4l  

22  心牡超音波檎暮の結果の1年価   0：l  ！船4ヽ  ¢肌  l．2ゝ  5¢   0：l  耶Hヽ  l汎  0ユヽ  16  

～3  鶴鋤脆細音波検査の実権の決定   0●  793ヽ  け肌  如帆  ‖鳥   09  8l．1l  柑帆  ユlヽ  ほ．7  

糾  泉在隠者波愉査の実施の決定   0（l  〃IIヽ  191ヽ  8卑ゝ  130   OtI  70．4l  l†、2ゝ  引払  川3  

25  下眼血t捷音剰禽童の実施の決定   78．Iヽ  川．仇  ¢．8ヽ  ほ，   10  、78．9l  17らヽ  3．9ヽ  137  

ど¢  輌緩下臓動脈トップラ】検査の実挑の決定   dll  丁57ヽ  208l  8、Il  127   87  丁4机  2l、仇  70ゝ  川5  

～7  ほ跳鶉心電図牌董の実縮の決定   10‡  584ヽ  881l  別れ  柑0  17．0  111ヽ  49肌  車中  180  

検 査■  別〉I  13．4ゝ  837ゝ  TZ肌  10℡  川牒   88ヽ  888ヽ  Tll5ヽ  10，lヽ  

29  ほ娩♯心電図検査の総霜のl守備   22  相8ヽ  178ヽ  鋸外  lト0   709ヽ  20：lヽ  7く2ヽ  】3．l  

30  感染癒検査（インフルエンザ・ノロウィルス苓）の実地の決定   ち、4  （‖2ヽ  ユ¢5ヽ  ～2．一ゝ  ltl   73  ′ 55．0ゝ  12．9ヽ  25．ブヽ  172．  

3l  感染虚嬢査（インフルエンザ・ノロウィルス嶋）の実鵬   JH8  222ヽ  持仏  8l仇  110  別7  ～a8  Tt～ヽ  b9．0ヽ  113  

32  感娘庇検査（インフルエンザ・ノロウィルス鱒）の縮巣のl響鱒   ¢帆  70t＼  27・肌  17丁ヽ  ．9．8   8．3  8ひ2．  28帆  ′】け2ヽ  Il八  

3ユ  薬剤感受性検査実施の決定   2．3  和一け  2一弘  汀飢  12ウ   2′8  75lヽ  225ヽ  9¢ゝ  184ヽ  

34  人血検査の実臆の決定   31ヽ  88らヽ  20肌   川1ヽ  12．9   1．8  ∝＝札  ユ3†l  189ゝ  川∬●  

35  人血愉査の総発の伊仙   ～．1ヽ  乃¢ヽ  l¢2   8．aヽ  臥ウ   2－0  70．ユく  川3l  ■ 7Tl  10一¢ヽ  

3¢  微生物竿検査実施の決定   18  †卜丁ヽ  鱒肌  ほ4ゝ  I2′1   20  丁一l即  227ヽ  87ゝ  川0ヽ  

a7  微生物撃検査の実施てスワプ法   33－3  小0ヽ  55＋1＼  イ2．3＼  la．   378  朋＝几  48。丁＼  351ヽ  138  

38  縄物血中濃度緯資ITDM）実施の決定   10＼  †8．9ヽ  ？Oll  8Jl＼  1l－7   l．Tl  〃8  川飢  8．0＼  ほ9  

39  スパイロメトリーの実施の決定   Z、ヰ  丁25～  21．1l  ll，Tl  ほ丁   37  丁22l  23‡＼  80＼  15，2  

耶I  庫隕内圧測定・町11内圧測定実地の決定   09  柑ね  18．7＼  ¢ノ○ヽ  I0．丁   l．5．  825l  13，Ol  2一肌  104′  

小  彊場内圧測定・肛rl内圧測定の実地  1併  的Jヽ  355ヽ  ．け，8l  柑一   3，丁  丁4．lく  20鵬  ¢○ヽ  廿八  

12  肌肌内圧測定実地の決定   13  丁9鵬  川弧  8．2ヽ  10．1   13  耶‖ハ  ほlヽ  2¢ヽ  8、  

43  鯖胱内圧測定の実施   8も  OI肌  ユ2払  15．1ヽ  tT8．  8ノl  丁5くOl  柑恥  58ヽ  ト＝l  

14  血沈絆牌捜査（旭′ノPWVノSPP）検査の実施の決定   12  〃3ゝ  l鋸汎  80l  10肌  1，9  80－2ヽ  ＼l▲肌  88l  l】一0＼  

45  血流絆価檎暮（∧8I′′PWV′′SPP頗糞の実施   27l  朋‖≠  仲仇  〇03ヽ  川‖汎  253‘  835ヽ  30肌  川Ol  18tIゝ  

4¢  血沈締偽檎暮（∧8レPWV′‘SPP）檎暮の結集の1年傭   08＼  839ヽ  12仇  45l  78   0，8  88．8l  81ヽ  13ヽ  Tlヽ  

4丁  甘密度檎暮の実他の決定   ＝ハ  70」ヽ  別‖汎   27  tけ5ヽ  293l  け＼  ＝‖八  

哺  骨密度検士の総黒の蛸価   14＼  川2ヽ  180ヽ   9．1l  9，丁   17  78，1＼  用¢ヽ  ¢Ol  127  

49  喰下通彬の実施の決定   l2＼  7也2ヽ  183＼  ナ7＼  188   15  丁42l  218ヽ  58ゝ  16I＼  

50  噂下内積 09＼  818、  l‖ヽ  5．9＼  85   I2  告＝沌  ＝＝代  38～  t28＼  

5l  暗下内用銀輪査の実施   0‡＼  8ヽ  ¢8l  18l  52   ひ8  脚4  ¢5＼  05ヽ  ¢0ヽ  

52  眼底検査の実施の決定  t，5＼  甘ヽ  192l  82ヽ  110   I8  786ヽ  lT．8ヽ  ＄．仇  12．0亀  

53  眼底検査の実施   12，3’  l0．川  a＄．肌  川筋  1丁．   ltら，  05．帆  3D．7l  12．肪  け8l  

5Jl  眼底検査の鰯巣の絆価   0．3  弧gl  511～  ＋1、8ヽ  tl‘   03  80．l’  8．鵬  l．0ゝ  5．r  

55  ∧CT（活性化凛鱒時間〉の測定実施の決定   2．暮ヽ  71．  203ヽ  ・92ト  ll．－   2．8  78．2ヽ  川u  80l  ほ．4   

10   
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■■■■  ■■■■鴫    コ  
現在について   ◆■について  観相；つい   ◆繊   たっいで  

A   8  O t P l ∈  人   8   ¢l  D l【  
魯払■仇が★縫司畿  膿■員が集▲可始 

医痛処置項目   現在  が  細が  現在 ■鰻■Aが  仰が   ヨ  仲鷺t膿叫  
ロ  

ま・．▼  （） ・＝廿ニ   
（攣削が  

■・・．丑   1用弼■   

104  敗水の㈹始・中止の決定   tl．研  60．9l  30．8ヽ  2え仇  lり  17．1，  53．汎  43．3＼  2丁．7  柑．Tl！  

105  食事の開始・中止の決定   9¢  82．仏  ユち．1ヽ  2t．3l  川ヱ  柑′l  ら5．2ゝ  420＼  20．丁ゝ  ほ．  

tO¢  治療食（軽腸素養含む）内容の決定一変更   97  59．1■  血汎  柑．飾  川．   12．丁  鍋．3  10飢   

107  小児のミルクの什踊・鼠・濃度の決定   t5，t  ら2弘  小  20．1ゝ  2l．2  I8．8  88．7l  38．伊■  1l．7l  20．亭  

日．  5．1＼  6説2ゝ  28．椚  略  l0．ユ   5．‡  7212  2l．3ヽ  7．8ゝ  139  

常   4．1，  87一恥  28払  ほ．2一  川   ユ．ユ  77．2ヽ  沌肌  5．4！  l3・8－  

生  8．丁  ．S2．l．  14農  281恥  20．a●  S．4  82J‰  8a，併■  】18ゝ  、18．。’  

活ノ 朋  38．3  耶I．汎  18恥  加．肌  1丁．0  ら29  1ユニ汎  8i＋1ヽ  38．4ヽ  tt  

係  t0l  8I′机  鱒．汎  l0．1l  柑は   2飢  88．帆  28．肌  ，一1ゝ  川，  

l柑  膀胱ろうカテーテルの交櫓   ね  、888  18払  】抑．訊  ～0．l   7．9．  8℡0l  28．恥  10‘○ゝ  ，化Ol  

l11  資静座・活動やil∫ガの敵組の決定   25．亭  1封帆  狙．弘  33．帆  lO一丁  33．5  3rl＼  引＝性  小2ゝ  川ほ  

lほ  帆軸の開始と解除の判鮪   川－9  58．汎  37．8ヽ  22．肌  lt．  ～3、3  53．4l  13．8ヽ  26、丁ゝ  ′lq即・  

l沌  拘凛の肌始と解除の判断   38．′2   50，¢  一川2  諏丁ヽ  15．8．  8ユ．丁．  小3l  55．飢  40こIヽ  11丁ヽ   

皿  全身曲折の場入   l？ヽ  乞旧、2l  5仙  13l  ー、J＝   2．1  92、6＼  30ヽ  07ヽ  24。  

】用  術中の府酔・叩噴・婚珊管凱由酔深度の鯛臥薬剤・酸素拍 与濃度．輸液最欄の紳環）  39I●  81＝ヽ  Iクコl  ′2払  98   75  的くTl．  8、机  I．3㌔  53ヽ  

l19  陥幹の覚絆   15  胆．0ヽ  ll．3ヽ  2Tl■  8．¢   3，  87．5、  83＼  21ゝ  8．2  

ほ0  局所麻酔傾機外・聯欄）  0．l，  93．2ゝ  3払  、 03ヽ  29   0．l  ひ18ヽ  ト3ヽ  Olヽ  t．2  

ほl  陶酔の穐足脱明‥〃陶酔匪による患肴とのリスク典凋も含む脱 明岬を積足する時間をかけた絨明  日用  ¢lく8ヽ  3l．払  柑．肌  20．1  13   ¢8汎  28帆  8，¢ヽ  即日  

暮22  神姥ブロック   0．l  8l．ハ  ＝il  Olヽ  ト1   0lノ  95．5l  】、帆  ・Olヽ  0．9  

123  横線外チューブの旭志   5．  82Jヽ  ㌫＝汎  川H八  l¢．丁   5、2一  7ク8  門8ヽ  鋸往  lt く  

車 術  01  810ゝ  ほ¢ゝ  4¢ゝ  lトl   813ヽ  l18～  2、8ヽ  ひ．．  

l～5  手綱仙刀まで中洲▲（体軋溝我）   38  38¢ヽ  5I肌  3皿恥  185  祁‖一  433ゝ  52もヽ  33く8ゝ  18．汎  

ほ8  手術時の臓輝や手術粁紙の他用及び佼持（手柄の縄〃・塊 二）   Jほユ  耶＝沌  523ゝ  ：扮：穐  ～20  ヰ03  560ヽ  395ヽ  214ヽ  柑い  
肋手  

127  手術時の臓拇や手柄欄械の把持及び1別布（気管切肌堵の小 手）  r′′5l、8  37．2ゝ  別日払  甲肌  2l  48  帥5l  15ll．  28．丁ゝ  18J’  
手術助  

128  手偏の鳩風脚朴‘伸i肴による患者とのリスクきl窄も含む扶 ●●かけた脱明   

明を補足する晒間を   
l“3l  叶丁ヽ  れ．軌  208ゝ  ．20¢ヽ  207  、56，8  391ヽ  ほ0ゝ  21l一  

129  術納サマリ血の作成   222．  5t13ヽ  381ヽ  ‖＝沌  182  21年＼  00a＼  351ヽ  t71ヽ  181ヽ  

130  手柄サマリ岬の作成   ほ．5  708ヽ  25．5  lユ3l  122  烏＝  8乱丁＼  258ゝ  l～，4ゝ  135   

13l  血血†削こ応じたインスリン投句漁の判断   l0．8  ㈹．1ゝ  29．仙  川．2ヽ  柑2  17．8  70一肌  27．8ヽ  11iヽ  13ユー  

柑2  他血触時のブドウ抽投与   58．l．  ～2¢ヽ  柏帆  由一仇  tl．0  、720  柑‡l  Tt）3ヽ  ¢丁．9ヽ  l11ヽ  

無  5．¢  lら．4  32声ゝ  川払  l¢．lヽ  川8  558ゝ  12帆  222ゝ  lや．8  

急  †¢．¢  233ヽ  柑肌  鱒払  15l  8¢．9  178ゝ  和一5ヽ  桝＝ハ  18．5～  

対  32，即■  38丁ヽ  引＝汎  ：は飢  ～0．1  5t5  ヨ†5ヽ  824ヽ  哺．5ヽ  15  

応  13  401ゝ  別＝粍  352ヽ  214  川5  40一¢ヽ  50フヽ  287ヽ  2l－、肌  

137  血浪遺析・C＝ゎーの榛作、管I埋   253i  ¢3．8～  ◆31加  ‖○＼  202．  37－l  5丁8ヽ  3丁帆  l‡8ゝ  封 

138  救急時の愉沖縄確傍目的のサ総評刺（小児）   l¢ヽ  81l  10」ヽ  35ヽ  8tl   20  921ゝ  2．肌  05ヽ  2－4   

la9  千仏措11の実施判晰   23ヽ  710ヽ  封＝几  lユもヽ  134   ：り  丁83ゝ  195ヽ  88ヽ  108ヽ  

川0  予附封Iの実施   43丁  ～58ヽ  Tt．払  57  川5  500  33」l  61～ヽ  52¢ち  ll帆  

予  25¢ヽ  13．廿ヽ  b3Jlヽ  370＼  川3．  ’372  185ゝ  585ヽ  30．0ヽ  川．5ヽ  

防   クー  83．らち  32．1l  川lヽ  柑   
医  

2¢．  〃9ヽ  17汎  52ゝ  ほ7′  

正  12  乃5ヽ  23．1ヽ  9v8亨  la．   ～．4  由5＼  11．1ゝ  l．1ち  10（鶏  

114  大鵬がん横臥便潜血オーダ（一次スクリーニング〉   7．8．  5l．払  1ら．1ヽ  ■ 封H桝  l＆   9  18払  al．ら  l川ヽ  l：I7’  

川5  乳がん檎鯵：‡月給・触鯵卜次スクリ岬ニンケ）   0．丁  ナ2」l  ～乱8ゝ  8．汎  18．   ○   785ヽ  lT．¢ヽ  4．け  13   

‖沌  ホ鵬血嘘用剤   ら．1ヽ  丁8．8ヽ  ＝l．2ヽ  Il．飢  ¢．，  18l．  19．8ゝ  278ゝ  20，8ヽ  ．89ヽ  

緻   8，3  80＄ゝ  lT．5ヽ  ，lTヽ  5．0  23，5，  07．0l  30，lヽ  235ヽ  l．¢  
■  
中  皿  ，822  柑．8＼  10r訊  5．  2l．l  ¢9Ol  ～8飢  2l．丁ヽ  09  

■   5．4ヽ  8ト0ヽ  188ヽ  10？ヽ  8OI  lT：l  708l  才8＋1＼  199、  8、5、  

150  子宮収縮押倒㈲   8tiヽ  83」ヽ  12t払  7．¢ヽ  5．   l0．9  丁43ヽ  2ト仇  151＼  8：lヽ  

I5l  K、Cl．Nさ   58  824㌧  15，小■  9．漁  80  178  722ヽ  24肌  185、  6ユ＼  

152  カナコラミン   80ヽ  83もヽ  lllヽ  89＼  5：I  198  732ヽ  23一肌  17Tl■  5丁㌔  

緑 ■用  88ヽ  791ヽ  i9．帆  123＼  ¢丁  232†  ′ 68．3ヽ  2℡lヽ  ～31㌔  60＼  

両 捜  9．払  乃．8ち  ’2】，臥  12、¢ヽ  9．  ～5．8㌔  021”l  3↓肌  23一¢l  t¢1＼  

鱒  
155  指示された期間内に薬がなくなった場合の縫続薬剤（全般）の 鮭絨使用  18．8  引．8ゝ  ■lほ．鵬  ユl．8ゝ  13．一   ～5′～‘  1引払  4丁：2l  32．3ヽ  ll．9＋   
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【現在について】  
・〟現在■経書■が実▲してい軌すべての埼掛1イこの賢帝▲は乗場されてい1れりを＃択した周書を鹸く．）のうち、  

⑳r■撫＋■が≠蝕している．慮遭択した園警の割合  

【ヰ徽について】  
・8博餉が集線すべさけペての国書のうち、㊥rF削懐止すぺ勘を遭択した回答の割合  

・現●≠■■ 
・以●醜■■が稟触可始）：ナベての園♯のうち、◎r●隷書■が稟縫可牡Jを遥択した固♯の勘合  

・尉特定■オ■（ぜ鞠）が臭▲可嶋）：すべての同著のうち、⑥r特定■胤一軒仮削が実施可≠Jを■択した回答の割合 ＿  

13   



2．現在看護】隠員が実施していない医行為について  

○看護職員が医行為を実施していない理由  

医師  看護職鼻  合計  

M             回答数   ％   回答    数   ％   回答数   ％  

技術や知織が不足しているから   柑97  、■5臥7％   2    80  59．3％   4877  58．0％   

法律の間題   2¢77  75．9％   2    65  81．7％   5542  78．鍋   

マンパワーの問題   36j   10．2％  96  17．0％   957   13．6％   

必要と思わないから   別）ノ0  25．5†i  69  1¢．2％   1469  20．9％   

その他   220   6．2†i  4¢  7．0，i   4＄¢   ¢．即i   

※禅口        育は記載  していない   

8．現在書経職■が実施している医行為について  

（D看護職員が医行為を実施している状況  

医  師   看護職  計  

回答数   ％   回答数  ％   回答数   ％   

系統だった院内教育や実習などを経た上で  
行っている 

2037  57．8，i   2鱒1  67 4398  6．6％   

何となく行われている   1319  37．4％   919      磨6．2％   2238  － 31．8％   

※無回答は記載していない  

（∋問題が生じたときの責任  

医師  看護職鼻  合計  

回答  軌   ％   回答数   ％㌧   回答数   ％   

明確になっている   25  23  71，6％   21¢¢  61．8％   4¢89  6¢．7％   

明確ではない   9  21   2¢．1％   l193  34．0％   2†14  30．1％   

※楕円       育は吉己載  しでいない   

③責任の所在（（∋で「明確になっている」と回答した者のみ回答）  

医師 看護職点  合計  

回答数   ％   阿答数   ％   回答数 ％   

医    の責任   1745  69．2，i   977  45．1％   2722  58．1％   

考    職員の責任  ね   l．9％   248  11．4％   297  6．3％   

共  胃  責任   629  24；9％   720  33．2！i   13ヰ8  28．8％  

、 ※稗口      育は記載  ていない   

④医行為を実施している場合の給与面でのインセンティブ  

医師  看護職  A 口  計  

回答  ％ 回答数  ％   回答数   ％   

ある   39   6．8％   202  5．8％   441   6，3％  

ない  3204  90．鍋   3129          89．2％  6333  

※照口    育は記載   

703l  
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4・他♯穐による実施について（■護叫■のみ阿答）  

（書護♯■が現在行っている業務の中で、他職種による実施が適当と考えられる業務について）  

∴現在  照醸∴  

1  
他職種と ぺく   

．  分担し肇削軒 

国賓数 
朋  牒園紅 （人 、：ふぎ、～ 一 

、 ） 

円  注射薬の畠キシング   2，0由   58⊥7％   963   27．5％  1、359   38．8％   

2  持参薬整理や内二服薬の分包などの 管理   

935   26 1，909   54．4ね  1，881   53．7，i   

3‘  鱒血   2，302   85．7ウi   901   25．7％  1．0柑   2象0％   

配置薬（救急カート内の薬品を含  

4   む）点検と補充   
1．677 47．8％  1，321   37．7％  1．396   39．醜   

5  検査やリハビリ等の遽迎   648   岬．5％  2．030   57．9％  1，914   54．6％   

、6  身確計測   1．’651   ヰ7．1％  ，l．372   39．1％  l．559   44．5％   

7  看護記録専の入力   2，655   75．7％   468   13．3％   280 8二0％   

8  カルテ専の書類整理   寧2   26．9％  2，031   57．9％  1」646   4¢．9？i   

9’  案内（病棟オリエンテ「ションや病 院案内等）   
1，103   31．5％  1，645   46．9％  1．ナ62   50：3％ 

10  説明（検査や処置に関する事前説 明等）   
1．961   55．9％  1，219   34．8％   865   24．7％   

り  由膳・下膳   407   11．6％  2，003   声7」％  1．836   52．4％   

※未回答については、記載していない。  

【乱臣追加額目】   

ら．たんの吸引について  

今射手 

應塵紙廟絢細  両軸衡軒 
節噂印抒鱒㌢  1即時晒仁  

．庭師  看護職邑  琴師  看醸鱒畠   

たんの吸引（咽頭の手前）   12．1％  12．1％  85．0％  84・7   

④   



［垂］  

ワーキンググループの報告に対する意見  

NPO法人地域医療を育てる会  

藤本晴枚  

本日は所要のため、チーム医療推進会芸謝こ出席することが出来ず、申し訳ありません。  

「チーム医療推進方策検討ワーキンググループ」およぴ「チ「ム医療推進のための看護業  

務検討ワーキンググループ」の報告を拝見し、以下、感じたことを申し上げさせていただ  

きます。  

①看護業務実態調査の報告がありましたが、看護職だけを取り上げているのは不十分であ   

ると考えます。   

また、アンケートという調査方法のみで十分なのか疑問を感じました。   

チーム医療の定義もさまざまですが、大きく「院内スタッフによる院内のチーム医療」 

と、「地域をフイ「ルドにした各機関の連携によるチーム医療」といった大きなカテゴリ   

ーで分けて、病院の規模ごとにそれぞれ事例を集親し、現状の中七各職種が出来ること   

を整理したほうが良いと思いますム  

②地域によっては、圧倒的に人手が不足しているところがあり、医師の業務を垂線された   

看護師が疲弊してしまう可能性もあります。医療クラーク、看護助手などの人件費の担   

保が必要なところもあると靂凱、ます。国として、こうした軽費の手当てを考慮すべきだ   

と思います。  

③医療者を目指す人たちへの教育も、チーム医療を見据えたものにしていくことが必要で   

す。本年8月に、千葉県の九十九里沿岸部では、県立病院と、当NPO法人を含めた地元各   

機関が協働して、他職種による医療セミナーを開催しました。参加者の感想の中には、   

地域医療の現場に触れた喜びとともに、初めて自分とは異なる職業を目指す学生と出会   

えたことを高く評価しているものが多くありました。   

他職種によるチーム医療を体験できる実習先、研修機関を確保し、チームの一員として   

の自覚を持った医療｛を育てることが大切と考えます。土のような教育をする機関にイ   

ンセンティブをつけることが必要ですム厚労省と文科省の連携を望みます。  

最後に、  

会話の全体的な方向として、医師側が他職種に権澱を委譲することに対して消極的な印象  

を受けます。医師の皆様には、患者に質の高い医療を提供するという視点に立ってご議論  

をいただきたく、切にお願い申し上げます。  

また、他職種の皆様には、「チームに入れていただく」といった脾極的なスタンスではなく、  

患者にとってより身近な医療職とし七、それぞれの専門性を十分に発揮できるチームのあ  

り方についてご議論いただければと思います。  

以上よろしくお願いいたします。   




